
※裏
う ら め ん

面は、釣
つ

るための
　テクニックを紹

し ょ う か い

介 !!

レンタル釣
つりぐ

具
当
とう

ガイドは、釣
ちょうこう

行に「必
ひつよう

要なもの」から「道
どうぐ

具の扱
あつか

い方
かた

とセッティング」、「釣
つ

るコツ」を紹
しょうかい

介。
一
いちどとお

度通して読
よ

んで、万
ばんぜん

全な状
じょうたい

態で釣
つ

りに出
でか

掛けましょう!!

ガイド 船
ふね

カワハギ専
せんよう

用セット安心あん

しん

爆
ばくちょう

釣への道
み ち

は
熟
じゅくどく

読にアリ !!

お買
か

い物
もの

リスト

クラッチを押
お

すとスプール
の 回

かいてん

転 が フ
リーになりま
す。仕

しか

掛けを
投
とうにゅう

入 す る 時
とき

や、道
みち

糸
いと

を出
だ

したい時
とき

に使
つか

います。 

道
みちいと

糸を巻
ま

くため
のとってです。 

スプールに道
みちいと

糸を
均
きんとう

等に巻
ま

く装
そうち

置。
ハ ン ド ル を 巻

ま

く
と、この部

ぶぶん

分が左
さ

右
ゆう

に動
うご

きます。 

回
まわ

し て 道
みちいと

糸 の 出
で

を
調
ちょうせい

整します。

★釣
つ

るための準
じゅんび

備 釣
つりぐ

具の特
とくちょう

徴と正
ただ

しいセッティングをマスターして快
かいてき

適な釣
つ

りを！

1 2
3

4 5 6

7

1

4

3

ラインをふたつ
折
おり

にします。 
二
にじゅう

重になったライン
で輪

わ

を作
つく

ります。

ラインがクロスする部
ぶぶん

分を左
ひだりて

手
の親

おやゆび

指と人
ひとざ

差し指
ゆび

でつかみます。 

輪
わ

の中
なか

に右
みぎて

手
の人

ひとざ

差し指
ゆび

を
入
い

れて１回
かいてん

転。

③のあの部
ぶぶん

分の
輪
わ

に通
とお

します。 

あに通
とお

したラインを引
いん

っ
張
は

って締
し

めこめば、８の
字
じむす

結びの完
かんせい

成です。

８の字
じむす

結びで作
つく

っ
た輪

わ

をヨリモドシ
のアイに通

とお

す。

輪
わ

を開
ひら

い
て、ヨリモ
ドシをくぐ
らせます。 

 道
みちいと

糸を引
ひ

きます。

きっちり引
ひ

いて、結
けっそくかんりょう

束完了。

あ
2

3、4、5道
みちいと

糸に集
しゅうき

寄、または仕
しか

掛けをセットしオモリを付
つ

ける

① 道
み ち い と

糸で８の字
じ む す

結びを作
つ く

る

② 箱
は こ が

掛けにする

外
はず

しやすいように、
もうひとつ結

むす

ぶ 取
と

りはずしを楽
らく

にするために８の字
じむす

結
びをふたつ作

つく

り、ふたつ目
め

でできた輪
わ

にインターロック付
つ

きヨリモドシを結
むす

びましょう。ひとつ目
め

の輪
わ

を引
ひ

けば、
取
と

りはずしが簡
かんたん

単にできます。

スプール（糸
いとま

巻き）が回
かいてん

転して糸
いと

を巻
ま

き取
と

るタイプ。

【ベイトリールの特
とくちょう

徴】

レベルワインド

ドラグ
ハンドル

クラッチ

　イラストにあるつまみを回
まわ

して圧
あつ

を調
ちょうせい

整。ファイト中
ちゅう

、魚
さかな

の
引

ひ

きにハリスやリーダーが耐
た

えきれず負
ま

ける（切
き

れる）寸
すんぜん

前
に、ラインが出

で

るようにセットします。詳
くわ

しくは、ゴールドマニュ
アルブック133ページをチェックしましょう！

ドラグ調
ちょうせい

整も行
おこな

おう

悪
わる

い例
れい

良
よ

い例
れい

1 ロッドを組
く

み立
た

てる

2 ロッドのガイドに道
みちいと

糸を通
とお

す

良
よ

い例
れい

・悪
わる

い例
れい

　穂
ほさき

先から順
じゅん

に継
つ

いでいきましょう。継
つ

ぎ目
め

の根
ねもと

元を持
も

ち、ジョイント部
ぶ

を合
あ

わせ、軽
かる

くねじ込
こ

むように押
お

し込
こ

みます。ラインを通
とお

すガイドを一
いっちょくせん

直線にすることも忘
わす

れずに ！

　①親
おやゆび

指をクラッチに載
の

せ、下
した

に押
お

し込
こ

んでクラッチを切
き

って道
みちいと

糸をフリーにし
ます。②レベルワインドに道

みち

糸
いと

を通
とお

し、③
先

せんたん

端のガイドまで通
とお

しきったら、道
みちいと

糸に
ゆとりを持

も

たせます。
　その後

ご

、④クラッチを上
あ

げて戻
もど

すか、
ハンドルを１回

かいま

巻いてクラッチを戻
もど

して
終
しゅうりょう

了です。

1 2 3 4

　８の字
じむす

結びの箱
はこが

掛けで道
みちいと

糸の先
せんたん

端をインターロック式
しき

、または
クリップ付

つ

きヨリモドシに結
むす

び、仕
しか

掛けを取
と

り付
つ

けます。

③ クリップに
　仕

し か

掛け類
る い

をセット

道
みちいと

糸

※船
ふなやど

宿には、小
こもの

物や仕
しか

掛け、エサを
用

ようい

意しているところがあります。必
かなら

ず出
でか

掛ける船
ふなやど

宿に必
ひつよう

要なものを確
認してから購

こうにゅう

入しましょう。
インターロック付

つ

きヨリモドシ

スナップ付
つ

きヨリ
モドシでも構

かま

いま
せん。

「フィールドプライヤー」や「偏
へんこう

光サ
ングラス」などの便

べんり

利グッズは、　
『ゴールドマニュアルブック』の154
ページを参

さんこう

考にしよう。

★出
でか

掛ける前
まえ

に必
ひつよう

要な小
こもの

物を購
こうにゅう

入

船
ふなやど

宿が指
してい

定し
たハリスの号

ごう

数
すう

や長
なが

さのも
のを用

ようい

意。通
つう

常
じょう

、
船

ふなやど

宿でも購
こうにゅう

入
できます。

仕
しか

掛け

２～３つ

釣
ちょうこうぜんじつ

行前日までに○要
ようじゅんび

準備！
疑

ぎもん

問があったら釣
つりぐてん

具店に!!

その他
ほか

あると便
べんり

利グッズ

大
おお

きさ３～４号
ごう

　１～２個
こ

さまざまなタイプがあります
が、最

さいきん

近は中
なか

オモリタイプが
主
しゅりゅう

流です。

集
しゅうき

寄（集
しゅうぎょばん

魚板）

市
しはん

販の集
しゅうき

寄を１～２つ

攻
せ

める水
すいしん

深などで号
ごうすう

数（重
おも

さ）
が変

か

わるので、船
ふなやど

宿でチェッ
クを。根

ねが

掛かりに備
そな

え予
よび

備も
用

ようい

意しましょう。

オモリ

25号
ごう

～ 30号
ごう

を4 ～ 5個
こ

エサ

アサリの剥
む

き身
み

　1パック

ロッドホルダー

各
かく

１個
こ

船
ふなやど

宿で貸
か

し出
だ

しがあるかを
訪
たず

ね、なけれ
ば準

じゅんび

備を！

通
つうじょう

常は船
ふなやど

宿で購
こうにゅう

入
できますが、ない
場

ばあい

合もあります。
確

かくにん

認して持
じさん

参しま
しょう。

【釣
つりぐ

具のセッティング】
　基

きほんさぎょう

本作業は、ロッドをつな
ぎ、道

みちいと

糸をガイドに通
とお

し、イ
ンターロック付

つ

きヨリモドシ
に結

むす

びます。そして仕
しか

掛け、
オモリなどを付

つ

けます。な
お、穂

ほさき

先（先
せんたんぶ

端部）はデリケー
トなので、やさしく扱

あつか

いま
しょう！

1 2 3

1

2
3

4

5

仕
しか

掛け

1～5 の順
じゅん

でセットしよう

【エサの付
つ

け方
かた

は…】
なおエサは、 予

あらかじ

め粗
あらじお

塩を振
ふ

り、タオルで軽
かる

く叩
たた

くように
拭
ふ

いておきましょう。こうす
ることでヌメリが取

と

れ、付
つ

け
やすくなります。

アサリの剥
む

き身
み

1つをつ
かみ、水

すいかん

管にハリを刺
さ

し
ます。

針
はり

をヒネってベロにも刺
さ

します
（ベロを縫

ぬ

い刺
ざ

しても良
よ

い）。
最
さいご

後はワタに差
さ

し込
こ

んで終
しゅうりょう

了です。

クリップを開
ひら

き、集
しゅうき

寄、または
仕

しか

掛けをセット。さらに仕
しか

掛け
の最

さいご

後にオモリをセットして
完
かんりょう

了です。



　基
きほんてき

本的には仕
しか

掛けを真
ました

下に落
お

とすだけ。慌
あわ

てず確
かくじつ

実に投
とうにゅう

入しましょう。
あせって投

とうにゅう

入すると手
てまえ

前マツリの元
もと

。回
かいしゅう

収も落
お

ちついて行
おこな

いましょう。

★釣
つ

り方
かた

のコツ：カワハギ編
へん

水
すいしん

深 20 ｍ前
ぜんご

後の砂
すなち

地に点
てんざい

在する岩
がんしょうたい

礁帯に棲
せいそく

息。基
きほんてき

本的には海
かいてい

底
に落

お

ちている甲
こうかくるい

殻類やイソメ類
るい

などのエサを、頭
あたま

を下
さ

げてつつく
ように食

た

べます。この習
しゅうせい

性を利
りよう

用した釣
つ

り方
かた

もあります。

★ポイントはココ

基
きほん

本の“聞
き

きアワセ”と
応
おうよう

用を使
つか

い分
わ

け
エサ取

と

り名
めいじん

人の
カワハギを迎

げいげき

撃！

　船
ふなづ

釣りでは、気
きづ

付かぬうちにライン
が穂

ほさき

先に絡
から

まっていることがありま
す。そのままキャストしてしまったり
すると事

じこ

故の元
もと

。マメにチェックして
快
かいてき

適に釣
つ

りを楽
たの

しみましょう。
　また、取

と

り込
こ

み時
じ

の仕
しか

掛け（テン
ビンやビシ）の巻

ま

き込
こ

み過
す

ぎも多
おお

く
見

みう

受けられます。こちらも穂
ほさき

先を痛
いた

めることにつながるので要
ようちゅうい

注意。
穂

ほさき

先の20 ～ 30cmくらい手
てまえ

前で
仕
し

掛
か

けを止
と

める癖
くせ

をつけましょう！

仕
しか

掛けの投
とうにゅう

入、回
かいしゅうほう

収法

　一
いってい

定のスピードで道
みちいと

糸を巻
ま

きあげ、仕
しか

掛け
の先

せんたん

端が海
かいめん

面に見
み

えたらオモリをつかむ
態
たいせい

勢に入
はい

ります。その後
あと

はリールを巻
ま

かず、
穂
ほさき

先を上
あ

げてオモリを手
てまえ

前に寄
よ

せてつかみ
ましょう。その後

あと

は、ロッドホルダーに竿
さお

を
置
お

いて完
かんりょう

了です。
　なお、エサを付

つ

け替
か

える場
ばあい

合は、船
ふな

べり下
した

の棚
たな

にオモリを置
お

いて作
さぎょう

業すると行
おこな

いやすいです。

　オモリを持
も

ち、仕
しか

掛け
全
ぜんたい

体が海
かいじょう

上に出
で

るよう
に竿

さお

を構
かま

えます。続
つづ

いて
リールのクラッチを切

き

り、オモリを真
ました

下に落
お

と
すだけの作

さぎょう

業です。

　エサをかすめ取
と

るのが上
じょうず

手なカワハギ。つまりこの微
びみょう

妙なアタリを、いかに取
と

るかが
カワハギゲームの醍

だいごみ

醐味といえます。
　カワハギは、ヒットパターンがその日

ひ

によって違
ちが

い、さらに時
じかん

間によっても変
へんか

化しま
す。これに気

きづ

付かないと釣
ちょうか

果に差
さ

が出
で

ますが、以
いか

下の３釣
ちょうほう

法を駆
くし

使すれば、いづれかでア
タリを捕

とら

えることができるので、しっかり覚
おぼ

えておきましょう。

穂
ほさきがら

先絡み
注
ちゅうい

意！

巻
ま

き込
こ

み
過

す

ぎ注
ちゅうい

意！

！ ※かたずけ上
じょうず

手は、釣
つ

り上
じょうず

手！
　返

へんきゃくびぜんじつ

却日前日までに、しっかり
　お手

てい

入れを!!
　レンタル釣

つりぐ

具は、返
へんきゃくび

却日までにはお手
てい

入れをし、
元
もとどお

通りに梱
こんぽう

包しましょう。また釣
つりぐ

具にキズを付
つ

けた
り、壊

こわ

してしまった場
ばあい

合は、その箇
かしょ

所をメモに残
のこ

し
て箱

はこ

の中
なか

に入
い

れましょう。

ロッドをたたむ
場

ばあい

合は…
バッド部

ぶ

の継
つ

ぎ目
め

から順
じゅん

に外
はず

して行
い

きます。ジョイント部
ぶ

がキツク締
し

まっ
ている場

ばあい

合は、継
つ

ぎ目
め

の部
ぶぶん

分を持
も

ち、
雑
ぞうきん

巾を絞
しぼ

るようにネジりながら引
ひ

く
とうまく抜

ぬ

けます。
くれぐれも先

せんたん

端を持
も

って外
はず

さないこ
と。穂

ほさき

先が折
お

れてしまうので要
ようちゅうい

注意！

※穂
ほさきがら

先絡みや巻
ま

き込
こ

み
　過

す

ぎに要
ようちゅうい

注意！

　自
じぶん

分はもちろん、他
ほか

の人
ひと

に踏
ふ

まれて折
お

れることがよくあります。ロッドを置
お

く
場

ばあい

合は、荷
にもつ

物に立
た

て掛
か

けるなど、地
じめん

面に寝
ね

かせないように置
お

きます!!

※むやみにロッドを地
じめん

面に置
お

かない！　

投
とうにゅう

入 回
か い し ゅ う

収＆取
と

り込
こ

み

！

基
きほん

本の聞
き

きアワセ
　活

かっせい

性が高
たか

いカワハギの場
ばあい

合は、これで難
なん

なく釣
つ

れます。
　オモリが底

そこ

に着
つ

いたら、ゆっくり仕
しか

掛けをロッドで持
も

ち上
あ

げて、アタリを確
かくにん

認（聞
き

くと言
い

う）します。
お腹

なか

がすいているカワハギは、エサに突
つ

っ込
こ

んできて、追
お

いかけながらついばむのでアタリがバッチ
リ出

で

ます。

アタリのイメージは… カワハギからのシグナルは、
聞
き

きアワセの最
さいちゅう

中に、カンカ
ンカン！　ゴツゴツと金

きんぞくてき

属的
に伝

つた

わってきます。ここで魚
さかな

を持
も

ち上
あ

げるようにロッドを
ゆっくりアオってハリを刺

さ

し
込
こ

みます。ロッドを持
も

つ手
て

を
海
かいめんがわ

面側に押
お

し出
だ

すように持
も

ち
上
あ

げると上
うま

手く掛
か

かります。

仕
しか

掛けを投
とうにゅう

入したら、素
すばや

早
く糸

いと

フケをとる。カワハギ
はエサをすでに見

み

ていま
す。

1

ロッドをゆっくり持
も

ち上
あ

げながら、アタリを聞
き

いて、上
あ

げきったら再
さいどそこ

度底まで落
お

とし
て探

さぐ

り直
なお

します。これを２、３回
かいく

繰り返
かえ

したら、エサをチェックしましょう。
ちなみに、タナを徐

じょじょ

々に上
あ

げて探
さぐ

るのも効
こうかてき

果的です。この場
ばあい

合は、持
も

ち上
あ

げた分
ふん

のラ
インを巻

ま

き取
と

りながら上
あ

げて行
い

きます。なお、海
かいてい

底から３ｍくらいタナを探
さぐ

ったら、
エサをチェックです！

2

掛
か

けたカワハギが巻
ま

き上
あ

げの途
とちゅう

中で急
きゅう

に
軽
かる

くなることがあり
ますが、それがカワ
ハギの特

とくちょう

徴だから慌
あわ

てないこと。逆
ぎゃく

に、こ
こで巻

ま

き取
と

りを止
と

め
ると、バラシの元

もと

に
なるので要

ようちゅうい

注意です。
巻
ま

き続
つづ

けるようにし
ましょう。

3

　“聞
き

きアワセ”でアタリが無
な

け
れば、カワハギをイライラさせ
てからエサに食

く

いつかせる“タ
タキ釣

づ

り”試
ため

してみましょう。
　仕

しか

掛けを投
とうにゅう

入して糸
いと

フケを
取
と

ったら、オモリを海
かいてい

底に着
つ

け
たままの状

じょうたい

態で、竿
さおさき

先を小
こきざ

刻み
に 上

じょうげ

下 に 揺
ゆ

ら し ま す。10 ～
20回

かい

くらい揺
ゆ

らしたら、ピタッ
と動

うご

きを止
と

め、一
いちこきゅうお

呼吸置いて聞
き

き上
あ

げるとアタリが出
で

ます。

叩
はた

き釣
づ

り

エサがブルブル
と揺

ゆ

れ、カワハギ
は食

く

いつきたく
ても食

く

いつけな
い状

じょう

態
たい

にします。

1

揺
ゆ

れを止
と

め、エサを食
く

わせやすくする。カワハギは、チャンスとば
かりに飛

と

びつき、集
しゅうちゅう

中してエサをついばみ出
だ

します。
2

この状
じょうたい

態で聞
き

きア
ワセると、アタリが
出
で

るので、そのまま
巻
ま

き上
あ

げてゲット
です。

3

大
だいこうぶつ

好物のアサリが底
そこ

に落
お

ちている状
じょうたい

態を
演
えんしゅつ

出し、食
た

べること
に集

しゅうちゅう

中させます。エ
サを這

は

わせるので、
“ハワセ釣

づ

り”とも呼
よ

ばれます。

1

仕
しか

掛けを起
お

こすと、エサの中
なか

の
ハリが、カワハギの口

くち

に引
ひ

っ掛
か

かかり、アタリが出
で

ます。

2 後
あと

は、セオリー通
とお

りの
巻
ま

き上
あ

げで、取
と

り込
こ

み
ましょう。

3

　活
かっせい

性の低
ひく

いカワハギは、“タル
マセ釣

づ

り”も威
いりょく

力を発
はっき

揮します。
　こちらは、底

そこ

に落
お

ちているエ
サをつつくようにして食

た

べるカ
ワハギの習

しゅうせい

性を利
りよう

用した攻
こうりゃくほう

略法
です。
　仕

しか

掛けが着
ちゃくてい

底して、糸
いと

フケを
取
と

ったら、竿
さおさき

先を下
さ

げて、集
しゅうき

寄の
重
おも

さを利
りよう

用して仕
しか

掛けを海
かいてい

底に
タルマセ（はわせ）ます。その後

あと

10 ～ 15秒
びょう

たったら、スッと
竿
さおさき

先を上
あ

げて仕
しか

掛けを起
お

こし、
ハリ掛

か

かりさせます。

タルマセ釣
づ

り


